
風呂に入れば、誰もが自然と笑顔になる。湯気に包まれてほっと息をつき、身体を洗って心まで整う。

1日の疲れを癒す、日常に欠かせない大事なひととき。けれど、医療的ケアが必要な子どもとその家族にとっ

て、お風呂は常に「緊張との隣り合わせ」であることをご存知でしょうか。

私はこれまで15年間、障がいのある子ども、医療的ケアが必要な子どもたちと関わってきました。そこで目に

してきたのは、「当たり前の暮らしを諦めざるを得ない」親子の姿です。

「お風呂に入りたい」「わが子をお風呂に入れてあげたい」───そんなささやかな願いさえ、支援の仕組みか

らこぼれ落ち、叶えられない現実があります。だからこそ私は、障がいや医療的ケアの有無にかかわらず、誰

もが安心して「お風呂」を楽しめる社会をつくりたい。その願いを胸に、一歩を踏み出しました。

医療的ケアが必要な子どもの親御さんは、毎日絶え間ない介護を担っています。

特に入浴の介助には、大きなリスクが伴います。水滴が管に入ってしまう、水が身体に開けた穴に入り込む、管

が外れる。不測の事態は命に関わります。加えて、介助する親自身が腰や腕を痛めてしまえば、生活そのものが

立ち行かなくなります。子どもが成長しても手が離れることはなく、介護に終わりはありません。体力的にも精

神的にも限界が押し寄せてきます。

そこに追い打ちをかけるように、「頼れる場所が少ない」という壁が立ちはだかります。医療的ケアがあるという

理由だけで、福祉サービスや施設利用を断られることは珍しくありません。利用先が見つからなければ、全てを

親だけで担うしかない......。

医療従事者ではない親御さんが、子どもの命に関わる事態にも対応しなければならない。そこにどれほどの危機

感や不安を募らせているか、どれほどの負担がかかっているか。想像を絶するものがあるでしょう。

誰もが「お風呂」を楽しめる社会、
一緒につくりませんか？
医療的ケアが必要な子どもと家族のために

2 4時間 3 6 5日、終わりなき子どもの介護 . . .。

子どもの笑顔のために、お風呂に入れてあげたい親心

それでも、多くの親御さんは子どもをお風呂に入れてあげたいと願います。

なぜなら、医療的ケアが必要な子どもにとっても、お風呂にはたくさんの良い効果があるからです。

湯船に浸かることで筋肉の緊張が和らぎ、呼吸がしやすくなります。痰が出やすくなったり、胸が広がって深

い呼吸ができるようになったり。皮膚や関節の状態を確認する機会にもなり、褥瘡（じょくそう）や脱臼の予

防、早期発見につながります。

そして何より、お風呂に入った子どもの表情は驚くほど柔らかく、笑顔になるんです。体が温まり、全身の筋

肉が緩むと、自然に笑顔が生まれる。その笑顔を見た親御さんも、笑顔になる。お風呂は「笑顔の循環」を生

み出す時間なのです。入浴介助の負担は大きい。それでも「子どもの笑顔が見られるなら」と、力を振り絞

る。そんな親御さんたちを、たくさん見てきました。

「今日もお風呂に入ってさっぱりしたね」



誰もが「お風呂」を楽しめる社会を、一緒につくりませんか？

私自身、シングルマザーとしてふたりの子どもを育てる母親です。

子どもが不登校になったときは、「誰に、どこに助けを求めればいいのかわからない」という心細い経験もし

ました。フルタイムで働きながら子どもと向き合う日々は、想像以上に大変です。心身ともに限界で、親子

どもども笑顔を失っていきました。そんなとき、友人からこんなことを言われました。

「お母さんは、お母さんだけに専念すればいいんだよ」

その言葉に、ハッと目が覚めました。

”人に頼れるところは、頼っていい。その代わり、私は母親にしかできないことをしよう”

予定通りに物事が進まず、家の中でずっと怒っているくらいなら、いっそのこと他の人に任せてしまえばい

い、気づいたのです。自宅で勉強を教えたり、毎日お昼を用意することに負担を感じる。それならば学習支

援を行う施設を探し、食事は宅配サービス食事サービスを利用しようと、専門家やプロに任せることにしま

した。

すると、まず母親である私に余裕が生まれました。子どもの話に耳を傾け、気持ちにじっくりと向き合う時

間ができました。すると徐々に子どもも安心した表情になり、笑顔を見せてくれるようになったのです。

これこそが、「母親である私にしかできないこと」だったのだと気づきました。

”親が全部を抱え込む必要はない。
専門家やサービスに一部を委ねることで、親子のかけがえのない日常は守られる”
それは障がい児や医療的ケア児を育てる親御さんにとっても同じです。

「お風呂を安心しても任せられる」親と子の居場所をつくりたい
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sakisunset@gmail.com 

埼玉県熊谷市

C O N T A C T

「お母さんは、お母さんだけに専念すればいいんだよ」

ほんの30分でも休めるだけで、子どもに笑顔で向き合える。終わりの見えないケアに疲れ果てても、安心で
きる居場所や支援があれば救われる。一緒に介護をしてくれる第三者がいるだけで、気持ちが楽になる。

だからこそ今度は私が、助けを求め孤独を感じている親子の居場所になりたいと思うのです。その中でも、

特に介助の負担が大きく、本来なら日常の癒しである「お風呂」は、専門家やサービスの手を借りてほし

い。ほのひとときでも、親御さんが肩の荷を下ろし、子どもと笑顔で向き合える時間を増やしてほしいと思

っています。

けれど今、制度や支援はまだ十分ではありません。医療的ケア児やその保護者が、安心安全に気軽に集える

場。入浴介助とそれに伴う医療的ケア。保育所、学校等への訪問。校外学習や修学旅行などへの同行など、

看護師が保育所・学校・スクールバス等に出向いてサービスを提供したり。さらには子ども食堂ならぬ、

「医療的ケア児や障がい児のための子ども銭湯」があってもいいかもしれません。

私自身も、まだまだ悩みながら支援の仕方を模索しています。だからこそ、あなたの力が必要です！

井 上 紗 樹  
 I N O U E 　   S A K I
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